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春の彼岸会法要
３月２１日春分の日１０時から

写経会
3/22 山田洋次監督、原作松本清張、獄死した無実の兄のための復讐。倍賞美津子が

木 憎悪の女を怪演するサスペンス映画。

3/29 バート・ランカスター、デボラ・カー、フラン・クシナトラなどそうそうたるメンバーが出演

木 アカデミー賞を総なめしたアメリカ軍隊の内幕を描く傑作。

4/5 山田洋次監督、学校シリーズの第４弾。不登校の少年がヒッチハイクで自分探しの

木 旅へ。出会いと試練を経て成長する物語。

4/12 クラーク・ゲーブル。１９３５年アカデミー賞作品賞受賞作。１８世紀に起こった

木 史上最も有名な海洋反乱劇を壮大なスケールで描く海洋ドラマ。

4/19 山田洋次監督、吉永小百合、笑福亭鶴瓶主演。愚かな弟と賢い姉の物語。

木 家族というやっかいなでも切っても切れない絆の物語。

4/26 ローレンス・オリヴィエ主演。ウイリアム・ワイラー監督、１９５１年アメリカ映画。

木 愛ゆえにに落ちぶれていく男を描く、男のメロドラマ。

13時半 霧の旗（111分）

13時半 地上より永遠に（118分）

13時半 十五才学校Ⅳ（120分）

13時半 戦艦バウンティン号の反乱（132分）

13時半 おとうと（126分）

13時半 黄昏（112分）

読書会
3月27日（火）
13時半から

詩話会
3月17日（土）
13時半から

映画会
毎週木曜日
13時半から

4月1日（日）
4月3日（火）
13時半から

☆彼岸は悟りの世界。煩悩に満ちたこちらの岸（此岸）に対して極楽浄土の向こうの岸（彼岸）を表
します。私たちは六波羅蜜の教えを実践する事により彼岸へ渡るとことができるとされていますが
凡人であるこの身では、六波羅蜜の教えを毎日実行することは難しいことなので、せめて春と秋の
年２回はその教えを実行する。これが現在の彼岸法要の意味となっています。

☆ちなみに六波羅蜜とは彼岸へ到達（パラミータ）するための６つの実践徳目です。
１布施：施しをする。２持戒：戒律を守り反省する。３忍辱：不平不満を言わず耐え忍ぶ。
４精進：一所懸命努力する。５禅定：心を静かに保つ。６智慧：真実を見抜く智慧をもつ。

☆「彼岸」というとなにやら抽象的な場所に聞こえますが、私は日常のやすらぎのところこそが
「彼岸」であると思っています。自分自身が自由で素直で柔軟になったときに顕れる心の平安が、
「やすらぎのところ」であり「彼岸」だと信じています。

☆年に２回のお彼岸には、お墓参りや、ぼた餅を作ったり、茶をたてたり、瞑想したり、写経したり
また掃除をいつもより念入りにしたり、花を植えたり、鳥の声に耳を傾けたりと、いつもと違う
ことを一つでいいので実践してみてください。それがあなた自身の年2回の六波羅蜜の実践です。

☆琉游舎で年2回の六波羅蜜の実践を一緒にしてみませんか？
☆琉游舎の法要は事前に差定（式次第）をお配りして、式の進行とその内容、所作の意味などの説明
をしています。また終わった後もなるべく分かりやすく当日の法要の意義・内容を説明し、質問も
お受けして答えるように心がけています。

☆琉游舎の活動は営利事業ではありません。また私は職業僧侶でもありません。お布施は一切お構い
なきようよろしくお願い申し上げます。もちろん宗教宗派を問いません。すべての皆さんのための
開かれた「場」です。皆さんのお越しをお待ちしています。
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狂言綺語・・・変化（へんげ）の人

琉游舎：戸井 出琉・恭子

お問い合わせ先：0287-53-7848 08033508152
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ついこの間まで青く刺すように澄んでいた空気に、ここのところ、一枚フィルターをかぶせたような
靄（もや）がかかりはじめてきました。杉の花粉でしょうか、ベランダの手すりがうっすら黄色くなっ
ています。ああまた花粉の季節が来てしまったという人もあれば、芽吹きの春がやって来た！と言う人
もいる季節の変わり目です。入学や就職や転勤と春は多くの人にとって社会的な変化の季節でもありま
す。変わり目は私たちにとって未知の世界へと踏み込む希望と不安の交差する場です。四季の変化を含
めて私たちの生活はことあるごとにこの変わり目の場に立たされて、その後の変化の相に心と体を順応
させながら生きてきたのだと思います。いやひょっとしたらその変化する相を生活の中に積極的に取り
入れて変化のサイクルと共存しながら生活してきたのかもしれません。
「則遣変化人 為之作衛護」これは法華経法師品第十の中の一節です。前の部分を追加して要約すると

「もし法華経を信じる人を武器を持って害する者があれば、私は（仏）変化の人を遣わしてその人を護
衛するであろう」となります。ここでいう「変化（へんげ）の人」とは、仏の神通力によって作り出さ
れた人間の姿をした仏の化身です。このインド仏教の考え方が日本に入ってくると独自の展開を見せて
いきました。「変化の人」は「権化」とか「権現」とも言われました。特に本地垂迹説においては仏が
衆生を救うために日本の神の姿となって現れたと考えられ、日本古来の神様は仏の「変化人」「権化」
として位置づけらた時代が明治維新まで続いたのです。これだけの説明で結論めいたことを言うのは早
急なのですが、日本人は「変化」という現象を生活のサイクルの中に上手に取り入れて、その変化にう
まく合わせながら生きることが得意な人達だったのではと私は考えます。
当初「変化の人」は仏の化身の意味だけに使われていたようですが、その後、転じて化け物や妖怪に

も使われるようになりました。「其の女は変化の者などにて有りけるにや（今昔物語）」「もし、狐な
どのへんげにや（源氏物語）」など多くの例があります。どうやら日本人は合理的に解決できない不思
議な現象を何か形のあるものやイメージできるものに変化させて、それを恐れたり敬ったりしてきたよ
うなのです。河童は泳いでいる人を水中に引き込みおぼれさせる妖怪として恐れられる一方、水の神様
としても祀られています。このように妖怪を神様に変化させることも、時には功徳がないという理由で
守護する立場から害をなす立場に変化させることもしてきました。最初は怨霊として恐れられていた菅
原道真が、北野天満宮に祀られて今のように篤い信仰の対象となった変化の流れを見ていくと、「自然
災害や恨みをもって死んだ人間は怨霊となり人にたたる。その怨霊を鎮めるために神社を建て祀って、
逆に私たちを守護する神へと変化させていった。」という、日本人の神や仏に対する変化のさせ方の典
型を観ることができるでしょう。
自分の力の及ばないものに対して、それに立ち向かって征服するのではなく、その現象を観念の中で

変化させて自分たちの生活の中に取り込んでいくことに長けていた人達、それが私たちの祖先なのです。
戦前の守護神であった絶対主義的天皇制が、戦後、悪魔であったアメリカが与えた民主主義に、守護神
の座を平和的かつ友好的に譲った変化をもって、変わり身が早いとか、節操がないと言う非難は間違っ
ています。日本人は神・仏・霊・怨霊・妖怪や自然、そして社会体制すらも変化の中に取り込んでその
変化のサイクルの中で自由自在に往来させる知恵を持った人達であるとみるべきなのです。
キリスト教的世界観では「神」が「魔」に、あるいは「魔」が「神」に変化することは絶対にあり得

ないでしょう。神と魔は対立概念であり、人は対立の中間に立って神や魔と対峙して生きていかなけれ
ばならない存在です。ところが日本では「神」と「魔」の往来は自由自在なのです。魔を神に変えるこ
とも神を魔に変えることも、そこに関わった人達の自らの心と社会の有り様のままに変化させてきたの
でしょう。神・仏・怨霊・妖怪をひっくるめた存在をもし霊という言葉でくくれるとしたら、私たちの
霊は常に私たちとともに共存し見守ってくれる存在なのです。人がたまさかその霊に対する尊敬を欠い
たり、霊の意に沿わない行動をしたとき、私たちはお仕置きをされるのです。現実社会で共同体の長老
や親が、行為の間違いを正してあるべき方向へと導いてくれる存在と同じなのです。
日本においては怨霊や妖怪までもが「変化の人」となっていることに、さぞやお釈迦さまは驚かれる

ことだと思います。しかしこれが日本人の仏教の受容の仕方なのです。宗教だけでなく外来の思想や技
術・文化も日本に受容されていく過程で「変化の人」と同じ過程をたどってきたのではないでしょか。
私も日々これ「変化の人」でありたいと思っています。今ここにあるものを、質直に心柔軟にあるがま
まに観ていくこと、それは常ならない日常の変化をそのままに生きていく行いそのものです。
「さて今日は何に変化しようか、たまには妖怪に変化するのも
悪くはないかな」などというあらぬ想念に憑かれる前に
今回の筆を納めたいと思います。
それではまた次回お会いしましょう（出琉）


